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第１章 車両諸元の作成 
 

第 1 節   作成にあたって 
 
＜はじめに＞ 

この解説書は、操作方法や作成マニュアルではありません。 
申請書作成時の補助的なものとして申請をこれから初められる方や、申請内容が曖昧なま

ま申請書を作成している方を対象に、申請に必要な知識等を理解しやすくまとめた解説書

です。 
さらに作成時の間違いやすいポイントや、また効率的に作成するためのヒント等も記載

していますのでご参考にして頂ければ幸いです。 
 

第 1 項 作成に必要なもの 
 
申請書を作成するためには、以下の書類をご用意下さい。 
（提出書類とは異なりますのでご注意下さい。） 
 
◆トラック、又はセミトレーラーの場合 
 

① 車 検 証：申請する全ての車両分を用意します。 
 
② 車両四面図：申請する型式分を用意します。 

（寸法が記載されていれば「車両のカタログ」でも可です。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
【トラブルの例】 
・図面が無い場合は、車両の購入店やディーラーに相談してみましょう。それでも入手困

難な場合は実測する方法も有りますが、その場合はトラクタの FOH(フロントオー

バーハング)や、カプラオ

フセット（荷台オフセット）、トレーラーの ROH(リアオーバ

ー ハ ン グ)の数値には十分ご注意下さい。 
（詳しくは「軸間距離」の項目を参照） 

（参考）トラクタの四面図 （参考）トレーラーの四面図 
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③諸元入力表：上記車両の四面図から入力すると、煩雑になり間違いやすいためあら

かじめ以下のようにご自身で作成し長さや軸距等を記入しておくこ

とをお勧めします。 
 
◆作成の例（1） 手書きで作成します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜単位はｍｍで書かれていますので、直接入力時（ｃｍ）には注意が必要となります。＞ 
             （参考） 

単位換算表 備考 
1 0 0 0 1ｍ＝100ｃｍ 

1ｍ＝1,000 mm 
10m=10,000mm 

m  ｃｍ mm 

 

（参考）トラクタの四面図 （参考）トレーラーの四面図 

あらかじめ転記しておく（mm→ｃｍ） 
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◆ホイールクレーン、クレーン用台車の場合 
 

①車 検 証：申請する全ての車両分を用意します。 
 

④「適新規開発車両（単車）設計製作基準適合証明書」（通称：適合証明書） 
⑤「新規開発車両の諸元に関する説明図書」（通称：説明図書） 

 
 
 
 

第 2 項 参考となる資料 
 
特殊車両申請等に関する参考となる資料には以下のようなものが有ります。 
 

 資料名 内容 入手方法等 備考 

1 

最新車両制限令

（実務の手引き） 
特殊車両通行許可制度の概

要、参考法令、関係通達（【算

定要領】含む）が掲載されて

おり、特車通行許可申請や審

査等における基本書です。 

【発行】 
㈱ぎょうせい 
http://www.gyo
sei.co.jp 

 

2 

特殊車両通行許可

申請書作成要領

（簡易版） 

申請書作成時の解説書です。

手書き用ですが、システム入

力に応用できます。 

ダウンロード

（※1） 

 

適合証明書（参考） 
説明図書（参考） 
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3 

特殊車両通行ハン

ドブック 2007 
道路を正しく使用するために

守らなければならない事や、

通行許可申請をするときの手

続きなどの要点をピックアッ

プして解りやすく解説したハ

ンドブックです。 

【発行】 
㈶日本道路交通

情報センター 
Tel 
03(3261)7620  

4 

特殊車両オンライ

ン申請システム

（説明資料） 

オンライン申請を始めるにあ

たって、一連の流れの概略を

わかりやすく解説した説明資

料です。（デジタル地図の作成

については（8）を参照） 

ダウンロード 

 

5 

特殊車両オンライ

ン申請システム環

境設定 CD-ROM・

プログラムインス

トールマニュアル 

インターネットに接続してオ

ンライン申請をはじめるため

に必要な環境を設定するため

のマニュアルです。※3 

ダウンロード 

 

6 

上記、申請支援シ

ステム操作マニュ

アル 

オンライン申請の利用マニュ

アルです。 
ただし、（デジタル地図の作成

については（8）を参照） 

ダウンロード 

 

7 

上記、受付システ

ム操作マニュアル 
作成した申請データを送信し

たり、申請状況の確認や許可

データを受け取ったりするた

めのマニュアルです。 

ダウンロード 

 

8 

デジタル地図経路

作成システム操作

マニュアル 
(最新版) 

デジタル地図を利用して経路

を作成するための操作マニュ

アルです。 

ダウンロード 
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9 

電子申請書作成シ

ステムインストー

ルマニュアル 

インターネットに接続するこ

となく、単独のパソコンで申

請書が作成できる簡易ソフト

のインストールマニュアルで

す。ただし算定機能や、経路

地図の作成機能は有りませ

ん。※4 

ダウンロード又

は CD-ROM（※

２） 

 

10 

電子申請書作成シ

ステム操作マニュ

アル 

上記簡易ソフトの操作方法を

解説したマニュアルです。※4 
ダウンロード又

は CD-ROM 
 

11 

道路情報便覧表示

システムマニュア

ル（便覧
びんらん

） 

各交差点や路線の詳細な障害

情報、対象路線の道路管理者

等を収録した審査用のデータ

ベースです。※5 
また、インストールマニュア

ルも記載されています。 

ダウンロード又

は CD-ROM 
 

12 

道路情報便覧付図

表示システムマニ

ュアル（付図
ふ ず

） 

特車申請における通行経路作

成に必要な 10 桁の交差点番

号を地図上で確認することが

できるプログラムです。※5 
また、インストールマニュア

ルも記載されています。 

CD-ROM 

 

 
※1 ダウンロードは、「特殊車両通行許可申請におけるオンライン申請の紹介」HP(ホーム

ページ)よ

りおこなうことができます。 
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※2 CD-ROM は、最寄りの国道事務所で無償配布、または郵送にて入手できます。 
※3 帳票印刷プログラムをインストールしても、印刷がうまくいかない場合はインターネ

ットの「特殊車両通行許可申請におけるオンライン申請の紹介」HP から、【よくある

質問】→【その他（1）】→【申請・許可証の表示・保存・印刷ができない】をご参照

下さい。 
※4 例年 3 月に道路情報が更新されるため、毎年度新しいソフトでの作成が必要となりま

す。 
※5 最新の道路状況と整合させておくため、例年 3 月に道路情報が更新されます。そのた

め、毎年度新しいソフトが必要となります。 
 

第 3 項 連結確認をする 
 
トラクタとトレーラーが連結できるかどうかを、車検証の備考欄で「けん引車」「被けん引

車」の型式の記載の有無で確認します。 
 
◆用語 

けん引車→トラクタ 
被けん引車→トレーラー 

 

ここをクリック 
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【トラブルの例】 
・連結の型式記載が無い場合は、連結して運行できませんので至急に車検証への記載が必

要です。手続きにつきましては陸運局にお問い合わせください。 
・このような場合に、大阪国道事務所では申請時に連結の手続き中であることを申告して

頂ければ、特車の申請も同時に受付可能です。（別途「受付願い」を提出要。） 
ただし、許可書は連結の型式が記載された車検証の提出をいただいてからの決裁（許可）

となります。 
 

被けん引車（トレーラー）の型式の記載

があるかを確認します。 

けん引車（トラクタ）の型式の記載があ

るかを確認します。 
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第 4 項 第五輪荷重の確認 
 
第五輪荷重：セミトレーラーをけん引することを目的とするトラクタの連結装置（カプラ）

に垂直に負荷することができる最大荷重のことです。 
 

 
 
確認方法：トラクタに記載された（数値）重量と、トレーラーに記載された（数値）重量

を比較して判断します。 
 
＜下記車検証を参照＞ 
 
（Ａ）トラクタ第五輪荷重 18,000kg > （Ｂ）トレーラー第五輪荷重 10,510kg であ

ればけん引可能です。 

 

 

      

 

 

   

 

 

    

    

 

 
  

第五輪荷重 

（A）トラクタの第五輪荷重 
（18,000）ｋｇ 

＝ 
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第 5 項 作成のポイント 
 
◆包括申請を効率的に作成するヒント 

 

（Ｂ）「トラクタの第五輪荷重は 

10,510ｋｇ以上のものとする。」 

① 全ての車検証を集める 
車検証 

車検証 

車検証 
車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

 

車検証 

車検証 

車検証 

車検証 



平成 26 年 3 月 10 日 

- 12 - 
 

 

 

②型式ごとに分類する 
A 型式グループ 車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

B 型式グループ 

車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

C 型式グループ 
車検証 

車検証 

車検証 

車検証 

 

 

 

 

※ 型式は、同一型式でも、車名が変わ

れば（ニッサンディーゼルとＵＤト

ラックス等）別型式として下さい。 

③連結確認をする 

④第 5 輪荷重の確認をする 

第 3 項 「連結確認をする」を参照 
（連結確認の無い車両は除外します） 

第 4 項 「第 5 輪荷重を確認する」を参照 
（けん引できない車両は除外します） 



平成 26 年 3 月 10 日 

- 13 - 
 

 

※1 重さ（車両重量・軸重）は「型式の代表

車検証」から入力します。 

 

※2 寸法（長さ・高さ・幅）については、各

グループの中の一番大きな数値を入力

します。 

 車検証 車検証 
車検証 

⑤車両重量（自重）の重い順に並び替える 

A 型式グループ 車検証 

車検証 車検証 
車検証 

車検証 

車検証 車検証 
車検証 B 型式グループ 車検証 

C 型式グループ 

重         軽 

重 
 
 
 
 
 
 
 
 

軽 
先頭に来る車検証が「型式

の代表車検証」で、申請時

には提出をお願いします。 
（先頭が型式の代表車検証） 

※3「型式の代表車検証」のみ、申請

時に添付又は FAX で提出する必

要がありますのでご注意下さい。 
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第２節   申請車両情報の作成 
 

第 1 項 申請車種と軸種及び、区分の選択 
 

第 2 項 事業区分について 
 

事業区分 説   明 通行期間 
路線 路線を定める自動車運送事業用の車両 

（例：路線トラック、定期便トラック） 
2 年 

区域 上記、路線以外の自動車運送事業用の車両 
（例：区域トラック、海上コンテナ、その他の営業車） 

2 年以内 
ただし、車両が別

表に掲げる数値の

いずれかを超えて

いる諸元にあって

は 1 年以内 

その他Ａ 上記、路線、区域以外で通行経路が一定し、反復継続

して通行する車両 
（例：営業車以外の自家用車で、クレーン車等） 

その他Ｂ 上記、路線、区域、その他Ａ以外の車両で、一回限り

（反復継続しない）通行する車両 
（例：発電機を運ぶ車両で一回限り） 

必要な期間 
ただし、1 年以内 

⑥型式ごとの図面を入手する 

⑦諸元入力表を作成する（Ｐ4 参照） 

⑧入力を開始する 

A 図面 B 図面 C 図面 

A 入力表 B 入力表 C 入力表 

◆車 両 重 量 （ 自 重 ） ・ 軸 重 → 「型式の代表車検証」 
◆長さ・高さ・幅・軸距・荷重点 → 「諸元入力表」(P4 参

照（又は図面） 

  

  

  

より入力を開始します。 
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＜説 明＞ 
路 線：定められたＡ地点からＢ地点までの間を、路線を定めて営業許可を受けて運行

する場合です。 
区 域：区域を定めて営業許可を受けた営業車両を運行する場合です。（車検証に「事業

用」とある車両が対象です。） 
その他Ａ：上記以外の営業車以外の自家用車を運行する場合です。（車検証に「自家用」と

ある車両が対象です。） 
その他Ｂ：上記以外で一回限り運行する場合です。 
 
 
【トラブルの例】 
・連結車や、包括申請等において、「事業用」の車両と「自家用」の車両が混在している場

合は、「その他Ａ」での申請をお願いします。 
 

 
車名と型式は車検証に記載されている通りに入力します。 
 

 
 
① 同一型式でも、車名が変われば別型式として下さい。（ニッサンディーゼル→ＵＤトラ

ックス、等） 
② 型式に「不明」と記載があれば、「不明」で入力して下さい。 
③ 車検証以外の資料等に型式の記載がある場合でも、車検証の記載通りに入力して下さ

い。 

第 3 項 車名と型式 

車名 
  

型式   
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④ 明らかに車検証への誤記と思われる場合が有れば、申請する窓口にご相談して下さい。

（ハイフンが抜けている。また、ハイフンが、他の記号になっている 等） 
 

 
① 普通申請では、設定の必要はありません。（1 台しか有りませんので、自動的に代表車

両になります。） 
② 包括申請では、車検証に記載のある「車両重量（自重）」の一番重いものを申請書の代

表車両として登録します。また、「車両重量（自重）」が同一のものが複数車両ある場

合は、その中で寸法（幅、高さ、長さ）の一番大きな数値の車両を選択して入力して

下さい。 
 

 
※ 「⑤車両重量（自重）の重い順に並び替える」Ｐ15 を参考。 
 

 
最小回転半径：車両の回転性能の指標の一つで、車両を最も急激に旋回させたわだちの半

径をいいます。車両制限令では、最外側のわだちについて測ることとされて

います。（一般制限値 12ｍ） 

 
 
 
 

第 4 項 代表車両の設定 

第 5 項 最小回転半径 

車両重量（自重） 
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トラック：カタログ等に記載されています。 
ホイールクレーン・クレーン用台車：「適新規開発車両（単車）設計製作基準合証明書」（通

称：適合証明書）に記載されています。 
連結車：連結した状態（トラクタ単独ではない）での最小回転半径を入力する必要があり

ます。 

 

＜計算式＞ 

 

＜参考・その他の方法として＞ 

 

① ディーラー等に確認する。 

② 軌跡図のソフトを使用する。 

③ 最小回転半径が一般的制限値（12ｍ）を超えて緩和をとられている車両（トレー

ラ）では緩和認定書に記載されています。（但し、複数のトラクタでの連結で緩和

をとられている場合は組み合わせに注意が必要です。 
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第 3 節   車両諸元の作成 
 

第 1 項 寸法について（幅・高さ・長さ） 
 
寸法につきましては、道路法（特車の許認可等）のほかに、道路交通法（警察関係）道路

運送車両法（陸運局の保安基準等）の制限があり、それぞれの法の目的に応じて車両諸元

に規定が設けられていますのでご注意下さい。 
 
 幅 
 
トラック：「車検証の数値」又は「積載貨物の幅」のいずれか大きい方の値を入力します。 
 

 
 
 

① バラ積みの場合は、はみ出しが認められていませんので、車検証の数値を入

力して下さい。 
（包括申請時は同一型式中の一番大きな数値を入力して下さい。） 

② 積載貨物のはみ出しのある場合は、積載貨物の幅を入力して下さい。（はみ出

しは単体物に限られます） 
 
 
 
トラクタ：「車検証の数値」を入力します。 

（包括申請時は同一型式中の一番大きな数値を入力して下さい。） 
 

  

 
 

 
  

  

車検証の幅 

 
    

 
積載貨物の幅 

車検証の幅 
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トレーラー：「車検証の数値」又は「積載貨物の幅」のいずれか大きい方の値を入力します。 

 
① バラ積みの場合は、はみ出しが認められていませんので車検証の数値を入力

して下さい。 
（包括申請時は同一型式中の一番大きな数値を入力して下さい。） 

② 積載貨物のはみ出しのある場合は、積載貨物の幅を入力して下さい。（はみ出

しは単体物に限られます） 
③ 空車の場合は、車検証の値を入力して下さい。 

（包括申請時は同一型式中の一番大きな数値を入力して下さい。） 
 
高さ 

 
トラック：「車検証の数値」又は「積載貨物を積んだ状態の高さ」のいずれか大きい方の値

を入力します。 
 

    

  
        

 車検証の幅 

  
        

 

 積載貨物の幅 

 車検証の幅 

 車

 
 

 
  

積

  

車検証の幅  
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① バラ積みの場合は、高さ 3.8ｍ（高さ指定道路は 4.1ｍ）を超えることはでき

ません。 
 
トラクタ：「車検証の数値」を入力します。 

（包括申請時は同一型式中の一番大きな数値を入力して下さい。） 
 

 

トレーラー：「車検証の数値」又は「積載貨物を積んだ状態の高さ」のいずれか大きい方の

値を入力します。 

 

積載状態の高さ  車検証の高さ  
    

 
  

   

   

 
   

   

車検証の高さ 
 

  
   

 

 

 
    

車検証の高さ       

  
    

    

 

積載状態の高さ 
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① バラ積みの場合は、高さ 3.8ｍ（高さ指定道路は 4.1ｍ）を超えることはでき

ません。 
② 空車時は車検証の値になります。 
（包括申請時は同一型式中の一番大きな数値を入力して下さい。） 

 
長さ 

 
トラック：「車検証の数値」又は「積載貨物を積んだ状態の長さ」のいずれか大きい方の値

を入力します。 

 
 

① バラ積みの場合は、長さ 16ｍを超えることはできません。 
（16ｍを超える場合は単体物しか積載できません。また、車検証の長さの 1.5
倍の長さまでとなります。ただし、前後へのはみ出しは３割以下です。） 

 
トラクタ：最前部（バンパー）から、カプラまでの長さを入力します。 

 

 
 
① 車検証の長さではありませんので、車両図面より長さを確認して下さい。 

 
 

    

 
  

   

   

 
   

   
積載状態の長さ  車検証の長さ  

    

 
  

 

 

 

 
  

  

車検証の長さ 

トラクタの長さ 

カプラ 
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トレーラー：キングピンから最後部までの長さを入力して下さい。 
 

 
① 車検証の長さではありませんので、車両図面より長さを確認して下さい。 
② 「長さの緩和」がなければ 12ｍを超えません。（古い車両では例外あり） 

ただし、積載貨物の後ろへのはみ出しがある場合は積載貨物の最後部までの

長さを入力します。 
③ バラ積みの場合は、連結全長が 17ｍを超えることは出来ません。 

また、後ろへのはみ出しは連結全長の 3 割まで（ポールトレーラー除く）で

す。 
 
【トラブルの例】 
・ホイールクレーンやクレーン用台車の寸法が、「車検証」の数値と、「新規開発車両（単

車）設計製作基準適合証明」や、「新規開発車両の諸元に関する説明図書」に記載されてい

る数値と異なっています。 
・基本的に、幅、高さ、長さ、重量、軸重、の数値は「車検証」の数値を入力します。 
また補助的に「車検証」に記載の無い、軸間距離（軸距）や、最少回転半径、輪間距離（輪

距）等は「新規開発車両（単車）設計製作基準適合証明」や、「新規開発車両の諸元に関す

る説明図書」に記載された数値を参考に入力します。 

キングピン 

       

      
       

 

車検証の長さ 

トレーラーの長さ 

      

    
    

 

 

後ろはみ出し 

キングピン 

トレーラーの長さ 

車検証の長さ 
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第 2 項 軸と輪数・Ｇコードについて 
 
軸と輪数 
 
軸：左右のタイヤをつなぐ中心となる棒（軸）のことです。 

 
 
輪：タイヤのことです。 

 
 
 

軸 

（前から順番に Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ軸となります） 

Ａ軸   Ｂ軸 Ｃ軸          Ｄ軸 Ｅ軸 

 
   

 

 
  

 

  

 

  

 

(イラスト出典：(公財)日本道路交通情報センター 資料) 

シングルタイヤ ダブルタイヤ ワイドシングルタイヤ 

（ダブルタイヤも 1 輪でカウントしますので、上記タイヤは全て 1 輪となります） 
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輪数：一つの軸に対してタイヤがいくつ付いているのかを入力します。 

 
 
Ｇコード 
 
最外輪中心間距離：各軸の最外輪中心間距離（右のタイヤの中央から左のタイヤの中央ま

での距離＝輪距）を車両四面図等から求め、別表（1）Ｇコード表よ

りコード番号を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

最外輪中心間距離（Ｇ） コード 
200ｃｍ以下 1 

201ｃｍ～225ｃｍ 2 
226ｃｍ～250ｃｍ 3 
251ｃｍ～275ｃｍ 4 
276ｃｍ～300ｃｍ 5 

 
 

（点線枠内は全て 1 輪でカウントします） 

  

 

 

 

 

 

2 輪 
４輪 

 

2 輪 

（イ）        （ロ）           （ハ） 

  

 

最外輪中心間距離 

（輪距） 
最外輪中心間距離 

（輪距） 

最外輪中心間距離 

（輪距） 

（イ）          （ロ）           （ハ） 
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① ホイールクレーンや、クレーン用台車の場合は「新規開発車両（単車）設計

製作基準適合証明」や、「新規開発車両の諸元に関する説明図書」に「輪距（ｍ

ｍ）」として記載されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3 項 各輪の軸間距離および荷重点等の距離について 
 
軸間距離（軸距

じくきょ

）：軸と軸との間の水平距離のことです。（L値） 

  

新規開発車両（単車）設計製作基準適合証明書 新規開発車両の諸元に関する説明図書 

輪距（ｍｍ） 
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（1）6 軸セミトレーラーの例 

 
 
軸間距離（軸距）の確認方法 
 

① トラクタ長さ－L2＝FOH（約 140cm 前後） 
② トレーラー長さ－L3＝ROH（約 80cm 以上） 
③ L1－L2＝カプラオフセット（2 軸車＝約 60cm 前後、3 軸車＝約 20cm 前後） 
④ L9＋L8＝L3 
⑤  L9×1/2＝約 L 4（トレーラーの形状、積載貨物の形状、重心等により異なる。） 

 
 
【トラブルの例】 
・軸距の合計が車両の長さより長くなってエラーになった。 
（L9＋L8 の合計、又は、L3 がトレーラーの長さを超えている） 
・L4 の数値が積載物の割合から、短い、又は長すぎる。（※ 第 5 項「積載貨物について」

参照） 
・入力する数値の単位を間違えて入力した。（ｍｍとｃｍを間違えて入力） 
 

L（全長） 

ROH(リアオーバ

ー ハ ン グ) 

AA   Ｄ Ｅ Ｆ 

W（荷重点） 

トラクタ長さ トレーラー長さ 

L1 

L2 L3 

L9 

L4 

L7 L8 

ｶﾌﾟﾗｵﾌｾｯﾄ 

FOH(フロントオー

バーハング) 

 Ｂ 
L6 

L5 
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（2）5 軸ポールトレーラーの例 
 

 
 
ポールトレーラーの前・後突出量は、以下のように計算できます。 
 

前突出量 ·················· 積載貨物の長さ－トレーラーの長さ 
後突出量 ·················· トレーラーの長さ－L9 

 
＜計算の例＞ 
12ｍの積載貨物を積載する場合に前突出量を 1ｍ、後突出量を 3ｍにしたいときは 
 

12ｍ－トレーラーの長さ＝1ｍ ··················· トレーラーの長さは 11ｍ 
トレーラーの長さ（11ｍ）－L9＝3ｍ ········· L9 は 8ｍ 
 

以上により、「トレーラーの長さ」と、L9 が決まればあとは図面より L7、L8、L3、を入力

していきます。（L4 は積載貨物の中心を計算して下さい。） 
（ただし、ROH にはご注意下さい。） 
 

 D  E 

W 

A A  B  C 

トラクタ長さ トレーラー長さ 

L1 

L2 

L3 

FOH(フロントオー

バーハング) 
ROH(リアオーバ

ー ハ ン グ) 

L9 

L4 L8 

L7 
ｶﾌﾟﾗｵﾌｾｯﾄ 

積載貨物の長さ 

後突出量 前突出量 
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【トラブルの例】 
・ポールトレーラーの前突出量と、後突出量が車検証の数値を超えている。 
・入力する数値の単位を間違えて入力した。（ｍｍとｃｍを間違えて入力） 
 
 

第 4 項 重量について（自重・軸重・隣接軸重） 
 
自重（車両重量） 
 
車検証に記載されている「車両重量」を入力します。 
 

 
 
包括申請では同一型式中の一番重い車両が「型式の代表車両」となり、車両諸元の入力を

おこないます。また「型式の代表車両」の中でもさらに一番重い車両が「代表車両の設定」

の対象となります。 
 
（「型式の代表車両」は車検証の提出が必要となります。） 
 

 

車両重量 
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軸重 
 
車検証に記載されている「軸重」を入力します。（前前軸重・前後軸重・後前軸重・後後 
軸重） 
 

 

車検証 車検証 
車検証 車検証の A 型式グループ 車検証 

車検証 車検証 
車検証 

車検証 

車検証 車検証 
車検証 車検証の B 型式グループ 車検証 

車検証の C 型式グループ 

重         軽 

重 
 
 
 
 
 
 
 
 

軽 
先頭が型式の代表車検証となり提出が必要です。 

自重の最も重い車両が大代表車両となり「代表的の登録」が必要となります 

  

軸重 
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各軸重は、10.0 トンを超えることは出来ません。また、各軸重の合計が車両総重量をこ

えてはいけません。 
ただし、単体物を積載する場合で軸重の緩和を受けられた車両につきましては緩和され

た軸重まで積載することは可能です（バラ積みの場合は不可）。 
 
隣接軸重 
 
◆「隣接軸重」とは、隣り合う軸重の合計（イ、ロ、ハ、ニ、ホ）です。 
 

Ⅰ、隣り合う車軸の距離（①②③④⑤）が、1.8 メートル以上  
→  20.0 トン（10.0ｔ+10.0ｔ） 

 
Ⅱ－ⅰ、各々隣り合う車軸の距離（①②③④⑤）が、1.8 メートル未満  

→  18.0 トン（両軸重あわせて 18ｔ以下で可） 
 
Ⅱ－ⅱ、ただし、各々隣り合う車軸の距離（①②③④⑤）が、1.3 メートル以上の時

は、隣り合う車軸の軸重がいずれも 9.5 トン以下であれば 
       →  19.0 トン（9.5ｔ＋9.5ｔ） 

 
ただし、単体物を積載する場合で「隣接軸重の緩和」を受けられた車両につきましては緩

和された隣接軸重まで積載することは可能です（バラ積みの場合は不可）。 
 

 
 
 

 

      

 

 

   

 

 

    

      

 

 
    A B C D 

① ② ③ ⑤ ④ 

イ ロ ハ ニ ホ

A B C D E F 
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＜緩和認定書の例＞ 
 
① ラクタの一括緩和の例（表紙と別表の 2 枚 1 セットで提出をお願いします。） 

 
 
②トラクタ                  ③トレーラーの例 

 
 
 
  

右記別表に 

緩和の内容が記載さ

れています。 
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第 5 項 積載貨物について 
寸法の入力：積載貨物の幅、高さ、長さは積載貨物自身の幅、高さ、長さを入力します。 
 

 
① 入力する単位に注意して下さい。（図面→ｍｍ、入力→ｃｍ） 
② 総重量が 44 トン、軸重が 10 トンを超える場合や、寸法において、幅（250

ｃｍ又は、車両の幅）、全長（トラック 16ｍ、セミトレ 17ｍ、フルトレ 19ｍ）、

高さ（380ｃｍ、ただし高さ指定道路は 410ｃｍ）、を超える場合は単体物し

か積載できませんのでご注意下さい。 
③ 単体物を積載する場合の品名に注意して下さい。 

例えば、品名が「鋼矢板」や「厚板」等であれば、1 枚。また、「杭」「Ｈ鋼」

「電柱」等などの場合は 1 本しか積載できませんので、寸法は 1 枚分、又は 1
本分の寸法を入力して下さい。 
（結束していても単体物とはみなされませんのでご注意下さい。但し結束の

緩和があればこの限りではありません） 
④ 〔積載状態の高さ（380）－積載貨物高さ（290）＝車両の荷台までの高さ（90）〕

になりますので、荷台までの高さを車両図面で再確認して下さい。 
（荷台高さの間違いが、非常に多いです） 

⑤ 包括申請時の積載貨物は同一なものに限られます。 
（したがって、寸法・積載重量が同じになります） 

⑥ 単体物を積載する場合の品名は 1 つに限定して下さい。また「○○○他」の

入力も避けて下さい。 
⑦ 以下の場合には、道路交通法（道路交通法施行令）により、「制限外積載許可」

ｄ e 

 

 

積載貨
貨   

 
 

 

（900） 

積載 

貨物 

幅 高さ 長さ 

品名 
350ｃｍ 

鋼製品 

積載貨物の幅 

   （350） 

荷台の高さ 

貨物の高さ 

積載状態の高さ 

290ｃｍ 900ｃｍ 

（290） 

（申請書表紙の表示） 
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が必要となりますので、出発地を管轄する警察署で申請をお願いします。 
 

イ) 積載状態で、高さ 3.8ｍ超（高さ指定道路では 4.1ｍ超）の場合。 
ロ) 貨物の後ろへのはみ出しが、全長の 1 割を超える場合。 
ハ) 車両幅よりのはみ出しがある場合。 

 
◆ 積載貨物と諸元の高さ（積載状態の高さ）の関係 
 
積載貨物の高さは同じであるが、積載貨物の長さにより積載する場所が変わることによっ

て諸元の高さ（積載状態の高さ）と荷重点が変化する例。（低床、中低床トレーラ） 
 
例 1）積載貨物が長い。（積載状態の高さは最も高く、L4 の長さは中程度だが、貨物がもっ

と長くなれば、さらに短くなる。） 

 
例２）積載貨物がやや長い。（積載状態の高さは中程度、L4 の長さは短めで、貨物の長さは

後突出量よりこれ以上長い貨物は積載が困難。） 

 
例３）積載貨物が短い。（最も安定した積載で、L4 はカタログ値（荷台オフセット）と同じ） 

 
 

 

 

 
  

 

 
 

  

高 ＝W（荷重点） 

L4（中） 

 

 

 
  

 
 

   

中 

L4（短） 

 

 

 
  

 

 
 

   

低 

L4（長） 
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第 2 章 通行経路表の作成 
 

第 1 節   作成にあたって 
 

第 1 項 申請の対象となる道路は 
 
道路法の適用される道路（道路法上の道路）が対象となり、通行する場合は特殊車両の

許可が必要となります。 

道路法の適用されない道路（道路法適用外道路）は、申請者においてそれぞれの道路管

理者に相談し、必要な手続きをおこなう必要が有りますのでご注意下さい。また、特殊車

両の通行については道路法の制約は受けず許可対象外ですが、通行する場合は経路に含ん

での申請が必要となります。 
 
道路法上の道路の種類 
 

① 高速自動車国道（主に各高速道路株式会社が管理） 
② 一般国道（国の管理する直轄国道） 
③ 一般国道（都道府県、政令指定都市が管理） 
④ 都道府県道（都道府県、政令指定都市が管理） 
⑤ 市町村道（市町村が管理） 
⑥ 認定道路（各地方自治体等が道路法上の道路として認定して管理） 
⑦ その他 

 
道路法適用外道路の種類 
 

① 工事用道路（工事用道路地図の提出が必要です） 
② 港湾道路・臨港道路・河川道路 
③ 農道・広域農道、林道、漁港道路 
④ 私道、構内道路 
⑤ 未認定道路（道路法上の道路として認定されていない道路） 
⑥ その他 

 
（道路法適用外道路は、未収録路線とは異なりますのでご注意下さい。） 
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第 2 項 道路情報便覧について 
 

道路
ど う ろ

情報
じょうほう

便覧
びんらん

とは 
特殊車両の通行を想定した道路の構造要因、交通条件等についてあらかじめ現地調査を

行って得たデータを全国的に収集・収録した審査用のデータベースです。 
橋梁等の構造物や、交差点・道路幅員・最少曲線半径などの情報が含まれています。 
 

最新の道路状況と整合させておくため、例年 3 月にデータ更新をおこない「CD-ROM」

として各道路管理者に配布され、また、申請者にも無償配布しています。 
 
道路情報便覧（審査データベース）に収録された道路は、迅速な審査が可能です！ 

 

道路情報便覧表示システム 
道路情報便覧付図

ふ ず

表示システム 

道路情報便覧 CD-ROM 

 

  

交差点番号で検索 

交差点番号（10 桁）や、スパ

ン情報、対象路線の道路管理

者等を地図上で確認したい。 

通常「便覧
びんらん

」と呼びます。 

各交差点や、路線の詳細な障

害情報、対象路線の道路管理

者等を確認したい。 

通常「付図
ふ ず

」と呼びます。 

※ 
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※ 道路情報便覧表示システムは、オンライン申請PRサイトよりダウンロード可能ですが、

付図表示システムはダウンロードに対応していませんのでご了承下さい。 
（CD-ROM は、最寄りの国道事務所で無償配布、または郵送にて入手できます） 

 
道路情報便覧に表示されている道路 
 

 
 

第 3 項 作成のポイント 
 

第 2 節   経路の作成 
 

第 1 項 収録（採択）路線 
 

道路情報便覧（審査データベース）に登録された道路（路線）で、全て「道路法上の道

路」となります。 
 
通行経路が全て収録路線であれば迅速な審査が可能となります。 
 

表示されている道路 

収録路線 道路法上の道路 

道路法上の道路 

道路法適用外の道路 

未収録路線 

港湾道路 道路法適用外の道路 

特車の許可

対象道路 
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第 2 項 未収録（未採択）路線 
 

道路情報便覧（審査データベース）に登録されていない道路（路線）です。未収録路線

には「道路法上の道路」と、「道路法適用外の道路」の 2 種類がありますのでご注意下さい。 
 

未収録路線は、システムに道路情報が無く路線名称がわかりませんので、各道路管理者

（都道府県、市町村 等）に路線名を確認した上で申請する必要があります。 
 

＜未収録路線名の入力例＞ 
 

確認した路線名は、「○○府道○○線」「○○県道○○線」や、「○○市道○○線」「○

○町道○○線」のように入力して下さい。 
 
 
未収録路線は、システムに道路情報が有りませんので、全て「個別協議」の対象となりま

す。 
 

薄い水色以外＝「収録路線」 
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第 3 項 道路法適用外道路 
 

道路法の適用されない道路で、特車の許可申請対象外ですが、別途管理するに許可申請

する必要があります。（道路法適用外道路の種類 P34 参照） 
 

道路法適用外道路は、道路情報便覧に未収録路線（薄い水色）としてや、一部の「港湾

道路（道路法適用外道路）」（赤色の線）として、収録されています。 
 

薄い水色の線＝「未収録路線」 

このあたり 

このあたり このあたり このあたり このあたり 
このあたり 

このあたり 
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第 4 項 収録（採択）交差点と、未収録（未採択）交差点 
 

収録（採択）交差点 
 
交差点情報の収録された交差点です。（赤や黒で表示された「薄い水色以外」の番号です） 
 

未収録（未採択）交差点 
 
交差点情報の収録されていない交差点です。（薄い水色の番号で表示されています） 
 
未収録交差点は、未収録路線上だけでなく、収録路線上にも存在しますのでご注意下さい。 
（「収録路線上の未収録交差点」と呼びます） 
 
未収録交差点名を入力する場合は、「未収録交差点」と入力して下さい。 
 

薄い水色＝「未収録路線」 

薄い水色以外＝「収録路線」 

赤色＝「港湾道路（道路法適用外道路）」 

 このあたり 
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第 5 項 未収録路線名の確認方法について 
 
未収録路線は道路の情報が有りませんので、申請者にて確認して頂く必要があります。確

認方法としては、以下の方法が考えられます。 
 

A) 市販の地図や、インターネットの地図等でその道路が、都道府県道なのか、市町

村道なのかを調べて該当しそうな自治体（都道府県、又は市町村）に電話、又は

ＦＡＸなどで確認する。 
B) 付近の収録路線の道路管理者を確認して、該当しそうな道路管理者に電話、又は

ＦＡＸなどで確認する。 
 
＜参考 1＞ 

① 大阪市は、事務所に道路台帳が置いてあるので、閲覧して自分で調べる。 
② 堺市は、堺市 HP にて公開しているので、インターネットで調べられる。 

＜参考 2＞ 
③ 政令指定都市（巻末参照）は本来都道府県が管理する道路を移管され管理します。 

  （例）大阪市内の都道府県管理の国道や府道は、大阪市が管理します。（堺市も同じ） 

薄い水色「未収録交差点」 

②縮尺を 100ｍまで拡大すると表示 

薄い水色以外「収録交差点」 

収録路線上の「未収録交差点」 

 

①ここをクリックして 
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第 6 項 未収録路線地図の作成 
 
未収録路線（又は、工事用道路）を通行する場合は、審査者（協議先の道路管理者含む）

がどの道路を通行するかわからないため、「未収録路線図」又は、工事用道路地図を作成し

提出する必要があります。 
 
＜作成のポイント＞ 

① 未収録路線名の記入があるか？ 
② 通行する路線は明示されてわかりやすいか？ 
③ 路線の境目は明示されているか？ 
④ 出発地、又は、目的地の場所が明示されているか？ 
⑤ 住所の記入はあるか？ 
⑥ 交差点番号の記入はあるか？ 
⑦ 経路番号は記入されているか？ 

 
※ 見やすくわかりやすい「未収録路線図」であれば、協議回答もスムーズになると思われ

ます。 
 
◆ ＜作成の例＞ 

 

①未収録路線名の記入があるか？ＯＫ 
②通行する路線は明示さ

れてわかりやすいか？Ｏ

Ｋ 

③出発地、又は目的地の場所

が明示されているか？ＯＫ 

⑤住所の記入はあるか？ＯＫ 

⑥交差点番号の記入はあるか？ＯＫ 

⑦経路番号は記入されているか？ＯＫ 

③路線の境目

は明示されて

いるか？ＯＫ 

 

１経路目 
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第 7 項 未収録路線の入力方法について（交差点番号入力による） 

 
出発地から先頭交差点まで、未収録路線がある場合。 
 
◆ 前ページの「未収録路線図」を参照して作成してみます。 
 
① 

 
 
② 

 

 
 
 
 

①交差点番号を選択し 
②経路情報入力をクリック 

①経路を選択し 

②経路変更をクリックし 

③ＯＫをクリック 
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③ 

 

④ 

 
⑤ 

 

クリック 

注意！ 

ここは何もしません。 

①未収録路線名を出発地

から通行する順番に入力

して下さい。 

  

②「未収録交差点」と入力する 

③確認をクリック 

（出発地） 

①確認をクリックして 

②ＯＫをクリック 
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⑥ 

 
 
 
⑦ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①経路登録をクリックして 

②ＯＫをクリック 

①登録をクリックして 

②ＯＫをクリック 
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最終交差点から目的地まで、未収録路線がある場合。 
 
◆ 未収録路線図の例（最終路線が未収録路線） 

 
 
【①②は、P42 を参照】 
 
③ 

 
 
 
 

クリック 
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④ 

 
 
【⑤⑥⑦は P43～P44 を参照】 
 
 
経路の途中に未収録路線がある場合。 
 
通行経路の途中に未収録路線があるが、交差点番号が無いため経路の作成ができない場合

に、架空の交差点番号「999999」を入力し、未収録路線を入れて経路を完成させる方法で

す。 
◆ 未収録路線図の例（未収録部分の側道を入力） 

 

注意！ 

ここは何もしません。 

①未収録路線名を目的地

に向かって通行する順番

に入力して下さい。 

  

②「未収録交差点」と入力する 

③確認をクリック 

（目的地）又は交差点番号が表示されている 
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① 

 
 
 
 
② 変更したい経路を選択して「経路変更」をクリックして 

 
 
 
 
 
 
 

①交差点番号を選択し 
②経路情報入力をクリック 

②挿入したい場所（空欄）

に「999999」を入力して 

①挿入したい交差点番号に

カーソルを反転させ「交差

点追加」をクリックし 
③経路チエックをクリック 
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③ 

④ 

 
⑤ 

 

①チエックボックスを選択し 

注意！ 

ここに直接入力はしません。 
②未収録入力をクリック 

注意！ 

ここは何もしません。 

①未収録路線名を入力 

（システム上必ず２行

目にも入力が必要です。

路線名が一つの場合は

同じ路線名を２行目に

も入力して下さい。） 

  

②「未収録交差点」と入力する 

③確認をクリック 

①ＯＫをクリック 
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⑥ （以下の画面はエラーが出た場合に参考にして下さい。） 

 
 
 
 
⑦（以下の画面はエラーが出た場合に参考にして下さい。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①エラーの内容を確認して ②戻るをクリックする 

※今回のエラーの原因は、「出発地から・・・」又は、「最終特車交差点から・・・」

に未収録路線が入力されていた為、再度確認して登録ボタンを押す必要が有

った為です。 

①訂正が無くても再度入力画面を開け、登録ボタンを押して閉じる ②経路登録をクリックする 
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⑧ 

 
 
 
⑨ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ＯＫをクリック 

②ＯＫをクリックする 

①登録をクリックし 
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第 8 項 通行経路表の見方について 
 
左側にある交差点番号から右側の交差点番号までの路線名が、右側の交差点番号の上部に

記載されています。 
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第 3 章 算定書の作成 
 
＜はじめに＞ 

申請者にとって事前に通行の可否や条件等を確認することは非常に重要です。許可まで

には非常に時間がかかります。審査の結果不許可となったり、日中に走れず夜間の条件と

なったりした場合に、再度申請の必要が生じ運行に支障をきたしてしまいます。 
そうならないためにも、事前に通行の可否や、通行条件等の確認ができる「算定」をす

ることをお勧めします。 
 

第 1 節   算定とは 
 

「算定」とは、「許可限度算定要領」及び、「道路情報便覧」により、通行経路毎に通行

を許可することができる限度値を求め、当該車両の車両諸元とを比較して、申請経路ごと

に、「通行の可否」及び「許可条件」を判定することをいいます。 
また、道路情報便覧に収録されていない道路（未収録道路）は算定することができませ

ん。 
 

 第 1 項 算定の方法 
 
①

 
 

ここをクリック 
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② 

 
 
③ 

 
 
 
 
 
 

 

ここをクリック 

ここをクリック 
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④ 

 
 
⑤ 

 
 
 
 
 
 

ここをクリック 

③開くをクリック 

①データの入っているフォルダを選択 

②該当するデータを選択（.bin 又は .tks） 
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⑥ 

 
 
⑦ 

 
 
 
 
 
 
 
 

①ここを確認してから 

②算定予約をクリック 

この内容をメモします 
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⑧ 

 
 
⑨ 

 
 
 
 
 
 

 

①先ほどメモした内容を入力し 

②算定結果参照をクリック 

 

下にスクロールする   
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⑩ 

 
 
⑪ 

 
 
 
 
 
 

②簡易帳票出力をクリック 

①チエックをはずして 

①お好み場所に保存した後 
②開くをクリック 
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⑫ 

 
 
 
 
【トラブルの例（印刷できない）】 
・印刷には「帳票印刷プログラムインストール」（Tblprint.exe）が必要です。特殊車両 PR
サイトのダウンロードページから入手できます。（帳票印刷プログラムは環境設定プログラ

ム内に含まれています。） 
・また、すでにインストールされていても印刷されない場合は、「帳票印刷プログラム」

（Tblprint.exe）と tpr ファイルの関連付けがなされていない事が考えられますので、特殊

車両 PR サイトより→「よくある質問と回答」→「その他（１）」→「申請書・許可証の表

示・保存・印刷ができない」を参照して下さい。 
・それでも印刷できない場合は、特車運用事務局（℡０４８－６０１－３２２３）へお問

い合わせください。 
 
  

「C・D 条件及び個別審査場所一覧（簡易版）」

を選択して印刷。 
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第 2 項 算定書の見方と確認方法 
 
特殊車両通行許可算定書 
 
◆１ページ目（算定書の表紙にあたるものです） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体の条件を表示しています 

入力した諸元を表示 
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◆２ページ目以降（各経路ごとに算定結果を表示しています） 
 

① 障害の種別：狭小・上空・曲線・交差点・橋梁・高速道路・スパン・通行規制 
② 通 行 条 件：B・C・D・個別審査・通行不可 
③ 障 害 箇 所：個数を表示 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

経路番号 

②通行条件 

③障害箇所の個数 

①障害種別 
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特殊車両通行許可算定書（総合） 
 
障害種別ごとの総合条件を表示しています。 

 

 
C・D 条件及び個別審査箇所一覧（簡易版） 
 

経路ごとに、通行条件が C 条件・D 条件・個別審査・通行不可の箇所を表示しています。

（A 条件、B 条件は表示されず、また A 条件、B 条件だけでは帳票自体も有りません。） 
 

簡易版は、個別審査、通行不可は全て表示されますが、C 条件・D 条件が複数あった場

合、経路の一番起点側にある障害箇所が一か所のみ表示されます。 
（C、D 条件の障害箇所の総数は、算定書表紙の２ページ目以降「③障害箇所の個数」でご

確認下さい。） 

①障害種別 

②総合の通行条件 

高速道路に「個別審査」が

表示されている場合は、高

速重量算定等に注意して

下さい。 

今回は「Ａ」と表示されて

いますので、高速重量算定

が表示されていても通行

が可能です。 
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（1）狭小幅員 
 
狭小幅員：道路情報便覧に収録されている幅に関する対象箇所。スパン（交差点から次の

交差点間）内での最少幅員を対象としています。 
 
◆狭小幅員（例 1） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路情報
道路

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

事前に道路管理者（今回は大阪国道）への確

認をすれば、不許可のリスクが少なくなりま

す。 

「車道幅員-3.25ｍ」とあることから、車幅

3.25ｍ以下であれば、C 条件で通行できること

がわかります。 
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（2）上空障害 
 
上空障害：道路情報便覧に収録されている高さに関しての対象箇所です。道路横断方向に

車道端から車道端までの範囲内で空間高が 4.5ｍ未満の箇所をすべて対象にして

います。 
 
◆上空障害（例 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交 差 点 番

「C 条件限度値 高さ 3.80ｍ」とあることか

ら、高さ 3.80ｍ以下であれば、C 条件で通行で

きることがわかります。 

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

事前に道路管理者（今回は大阪国道）への確

認をすれば、不許可のリスクが少なくなりま

す。 
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（3）曲線 
 

曲線障害：道路情報便覧に収録されているカーブの対象箇所。車道幅員と曲線半径との関

係において、スパン（交差点から次の交差点間）内で最も厳しい箇所を対象とし

ています。 
 
◆曲線（例 1） 
 

 
 
※１ 算定上の超寸法とは、車両の幅、長さ等が算定できる範囲を超えているものをいい、

全線協議の対象となります。 
また、算定上の超寸法の審査では、軌跡図の提出（下記参照）が求められます。 

 
【軌跡図】 
※2 許可車両の長さの算定の際、交差点における通行の可否を判断する図をいいます。 

車両の幅又は長さが特殊車両通行許可限度算定要領により、算定できる範囲を超える

場合（算定上超寸法）において作成し、申請の際に添付します。 
 
 
 
 
 
 

参考 梅田

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

事前に道路管理者（今回は大阪国道）への確

認をすれば、不許可のリスクが少なくなりま

す。 

算定上の超寸法※１であり、算定できていな

いことがわかります。（空欄の為） 

算定上の超寸法である旨の表示 
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（4）交差点 
 
交差点：申請車両を幅と長さにおいて分類した車両分類値（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）と交差点の枝番

分類値（車両分類値Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの車両が、イ、問題なく折進できる。ロ、対向車

線を侵して折進できる。ハ、通行不可能）を比較して行われます。 
 
 
 
◆交差点（例 1）当該交差点進入禁止・及び、通行不可 
 

 
※２「当該交差点進入禁止」の理由としては、大型車通行禁止区間への進入や、一方通行

区間への進入 等が考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収録路線上の「未収録交差点」  収録路線上の「未

「個別審査」と表示されていますが、備考欄に「当該

交差点進入禁止」が出ていますので、経路の見直が必

要です。「通行不可」も通行出来ませんので見直しが

必要です。（差し戻し等補正の対象となります） 

また、データミスの可能性もありますので、一度道路

管理者にお問い合わせ下さい。 

復路「個別審査」、往路「通行不可」

と表示されていますので、別々の理

由※２で通行できない（交差点進入

禁止）ことがわかります。 
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◆交差点（例 2）交差点内で対向車線を占有している場合 

 
※ 3 審査、及び協議により、「軌跡図」「荷姿図」の提出を求められる場合が有ります。 
 
 
◆交差点（例 3）U ターン 

 

② 

「個別審査」※3 とありますので、記載のある

道路管理者に個別協議が必要になります。 

事前に道路管理者（今回は大阪国道）への確

認をすれば、不許可のリスクが少なくなりま

す。 

交差点内において、対向車線を侵して折進し

ていることがわかります。（分類値の表示有

り） 

通行不可や進入禁止等ではありませんので、

協議の結果通行できる可能性があります。 

② 

交差点内において、U ターンしています。 

できるだけ U ターンしない経路の作成をお願

いしますが、どうしても U ターンが必要な場

合は、U ターン場所の地図と U ターンをする

旨を記載したものを添付して申請して下さ

い。（無い場合は交差点番号のとり間違いと

して差し戻しとなりますので、ご注意下さい。 

「個別審査」と表示され、備考欄に「U ターンのため

個別審査」が出ています。交差点番号のとり間違いが

原因と思われますので、見直しをお願いします。（差

し戻し等補正の対象となります） 

また、現場の都合上どうしても U ターンする必要が

有る場合は、道路管理者にお問い合わせ下さい。 
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（5）橋梁 
 
橋  梁：車両の種類や車両諸元（車両総重量、最遠軸距、最少隣接軸距、最大軸重、軸

重配分比、Ｇコード、等）から、道路規格に応じた簡易算定図、基本図、及び補

正係数を使用して橋梁の耐荷力を算出し、許可条件を判断します。 
＜参考＞ 

① バラ積み車両（バン型やスタンション型などの、特例 5 車種・追加 3 車種）に

おいて、橋梁の個別審査が出た場合は通行できません。橋梁保全の観点より、

減トン、又は迂回をお願いします。 
また、重セミ等の単体物を積載する場合は協議の対象となります。 

 
② 最遠軸距が 16ｍを超える場合は算定できません。しかし、どうしても事前に確

認したい場合は仮に最遠軸距を 16ｍ以下にして算定してみる方法も有りますが

道路管理者の審査方法と異なる場合がありますので、あくまでも参考にして下

さい。 
 
③ ホイールクレーン等は、軸重が 10 トンを超えますので、橋梁の「個別審査」が

多数出ます。このような時は「個別審査」の協議等をしてみないとわかりませ

んので、交差点やその他の「通行不可」が無いかどうかのみ確認して下さい。 
 
◆橋梁（例 1）特車が通行できない制限橋 

 

 

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

（参考①に注意） 

事前に道路管理者（今回は大阪国道）への確

認をすれば、不許可のリスクが少なくなりま

す。 

「A 条件の限度重量-16.0ｔ」とあるところか

ら制限重量 16t の橋梁であると考えられます。 

特車の通行は出来ない可能性が高いと考えら

れます。 
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◆橋梁（例 2）個別審査 

 
 
◆橋梁（例 3）D 条件での通行 

 
 
※4 C 条件とＤ条件の表示は、複数個所があってもっても一箇所しか表示されません。複

数ある場合は、一箇所の橋梁で減トンしても次々と表示されますので、必ず障害箇所

の個数を確認して下さい。（確認方法は、算定書の表紙の 2 枚目以降に記載。「③障害

箇所の個数」P60 参照） 

 

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

（参考①に注意） 

事前に道路管理者（今回は大阪国道）への確

認をすれば、不許可のリスクが少なくなりま

す。 

「D 条件の限度重量-34.59ｔ」とありますの

で、当該車両においては「34.59ｔ」まで減ト

ンすれば、夜間（21 時-6 時）での通行が可能

です。（減トンする場合は※4 に注意） 

  

 

「Ｄ条件」※4 とありますので、夜間（21 時

-6 時）での通行が可能です。（単体物、バラ

積みを問わず） 

「Ｃ条件の限度重量-35.25ｔ」とありますの

で、当該車両においては総重量 35.25ｔまで減

トンすれば、Ｃ条件で、全日（0 時-24 時）で

の通行が可能です。 
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（6）高速道路 
 
高速道路：高速道路においては、高速算定を行います。（通常の算定方法とは異なります。） 

また、各高速道路会社が管理する「高規格幹線道路等」につきましても同等の高

速算定を行います。 
 
＜参考＞ 
① 「高速道路」には、高速自動車国道（名神高速、東名高速、中国自動車道、近畿自動

車道、等）や、都市高速道路（首都高速、阪神高速、名古屋高速、広島高速、福岡・

北九州高速、等）があり、高速の種別、インターチェンジや路線、またゲート幅や高

さの関係で通行できる車種により車両の寸法はさまざまです。 
 
② 高速道路では総重量 44 トン、軸重が 10 トン超の車両は通行できません。（但し、一部

ホイールクレーン等が通行できる場合もあります。） 
 
③ 最少回転半径が、12ｍ超の車両は通行できません。 
 

下記の「個別審査」等がでましたら、各高速道路の道路管理者に問い合わせ下さい。 
（問い合わせ先は巻末参照） 

 
高速道路（例１）高速重量算定不適合（その 1） 

 
 
 

高速道路の重量算定の結果、「不適合」である場合に表示されます。 

また、「特殊車両通行許可算定書（総合）」も合わせてご確認下さい。 

不適合の区間については、下記「CD 条件及び個別審査箇所一覧」に記載されます。 
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◆高速道路（例１）高速重量算定不適合（その 2） 
 

 
 
◆高速道路（例 2）寸法超過 
 

 

高速道路の重量算定の結果、「不適合」であ

ることがわかります。減トンか経路の見直し

をお願いします。（協議をしても通行できな

い場合がほとんどです。どうしても通行する

必要が有る場合は、事前に申請する道路管理

者に相談して下さい。） 

    

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

（橋梁の参考①を参照） 

事前に道路管理者（今回は西日本高速、及び

阪神高速）への確認をすれば、不許可のリス

クが少なくなります。 

「個別審査」とありますので、記載のある道

路管理者に個別協議が必要になります。 

事前に道路管理者（今回は西日本高速道路、

阪神高速道路㈱）への確認をすれば、不許可

のリスクが少なくなります。 

 

高速道路で通行できる車両の寸法が違うこと

がわかります。（今回はセミトレーラーに対

する寸法が表示されています。） 

協議の結果通行できる可能性がありますが、

高速道路の場合は必ず事前にご確認下さい。 
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（8）スパン 
 
スパン：交差点から次の交差点間にある障害等のことです。 
 
◆スパン（例 1）通行不可 
 

 
 
※5 スパンの障害としては、一方通行区間や、特車の通行禁止区間（大型車通行禁止）な

ど様々なものがありますので道路管理者にご確認下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「通行不可」とありますので、経路の見直し

（迂回）が必要です。 

またデータミスの可能性もありますので一度

道路管理者に問い合わせ下さい。 

  

スパン「通行不可」と、交差点「通行不可」

の「当該交差点進入禁止」が２行（ワンセ

ット）で表示されていますので、一方通行

区間（スパン）に、北河堀交差点（上段）

より進入禁止であることがわかります。 
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（9）通行規制（道路管理者による） 
 
通行規制：道路管理者による通行規制です。通行規制にはさまざまなケースがあり、条件

を付して通行できる場合や、車両の寸法、重量において制限を設け超過する車両

の通行を制限する場合、及び特車の通行自体を制限（地元住民対応等）する場合

等が考えられます。 
◆通行規制（例１） 

 
◆通行規制（例 2） 

 

 

当該区間においては、平面部を通行すれは通行可となる旨

が記載されており、条件を付して通行可となるケースで

す。 

  

  

瀬川 4丁目＃5235131919～＃5235131897の区間に

おいて、幅が 3.0ｍを超える車両については、協議

が必要となります。超える場合は事前に道路管理

者（今回は大阪国道）に確認すれば、不許可のリ

スクが少なくなります。 

（大阪国道の回答＝超える場合は迂回） 

＃5235131897～石橋阪大下＃52351312116 の区間

においては、長さが 20ｍを超える車両について

は、協議が必要となります。超える場合は事前に

道路管理者（今回は大阪国道）に確認すれば、不

許可のリスクが少なくなります。 

（大阪国道の回答＝超える場合は迂回） 
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（10）通行規制（公安委員会）情報一覧 
 
公安委員会：道路交通法による警察関係の通行規制です。時間帯等の指定がほとんどです

が、通行する際は特車の通行許可証の時間帯の条件はもちろんのこと、別途

公安委員会（警察関係）による当該規制の時間帯を順守する必要があります。

できれば避けての経路をご検討下さい。 
また、どうしても規制時間帯に通行する必要が有る場合は、管轄の警察署で

の規制解除の必要がありますので、管轄警察署でご相談と手続きをお願いし

ます。 
 

 
 
 
  

  

  

道路管理者による規制ではなく、公安委員会（警察

関係）による通行規制です。（道路交通法による） 

また、表示されている規制はごく一部ですので、道

路標識に従い交通ルールを順守しての通行をお願

いします。 

規制する時間帯（通行できない時間帯）を表

示しています。 

「終日通行禁止」とある場合は、出発地又は

目的地の付近で、どうしても通行する必要が

有る場合を除いて迂回が必要です。 

（通過するだけでは、警察による許可は困難

なようです。） 
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第 4 章 最後に 
 
道路管理者一覧 

 
オンラインシステム関係 

管理者 担当部署 電話番号 FAX 
オンライン運用事務局  048-601-3223  
 
高速道路関係 
東日本高速道路㈱ 北海道支社 011-896-5344 011-892-6177 

東北支社 022-226-1545 022-226-2327 
関東支社 048-757-5169 048-758-7181 
新潟管理局 025-232-0143 025-234-7147 

中日本高速道路㈱ 名古屋支社 0586-76-1125 0586-81-3052 
東京支社 044-877-6913 044-865-9971 
八王子支社 0426-91-1171 0426-91-8377 
金沢支社 076-249-8632 076-240-4943 

西日本高速道路㈱ 関西支社 06-6344-8888 06-6877-4851 
中国支社 082-212-4111 082-879-2355 
四国支社 087-825-1884 087-823-2153 
九州支社 092-924-4532 092-928-5295 

 
都市高速関係 
首都高速道路㈱ 東京管理局交通管理グル

ープ 
03-5640-4837 03-5640-4883 

阪神高速道路㈱ 大阪管理部交通グループ 06-6576-3881 06-6576-1923 
神戸管理部交通グループ 078-331-9801 078-331-9732 

本州四国連絡高速道

路㈱ 
神戸管理センター管理営

業課 
0787-709-1296 078-709-4000 

岡山管理センター管理営

業課 
086-483-1100 086-483-0381 

しまなみ尾道管理センタ

ー管理営業課 
0848-44-3700 0848-44-7609 
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国道事務所（近畿地方整備局） 
滋賀国道事務所 管理第一課特殊車両係 077-523-1743 077-523-4016 
京都国道事務所 管理第一課特殊車両係 075-351-3300 075-353-6470 
大阪国道事務所 管理第一課特殊車両係 06-6932-1428 06-6935-8473 
兵庫国道事務所 管理第一課特殊車両係 078-331-4484 078-334-1630 
福井河川国道事務所 道路管理課道路管理係 0776-35-2813 0776-36-0971 
福知山河川国道事務

所 
道路管理課指導係 0773-22-5104 0773-23-9566 

豊岡河川国道事務所 道路管理課 0796-26-2024 0796-24-5267 
奈良国道事務所 管理第一課占用係 0742-33-1391 0742-34-8626 
和歌山河川国道事務

所 
道路管理第一課占用係 073-402-0276 073-425-7338 

紀南河川国道事務所 道路管理課道路管理係 0739-22-4564 0739-25-5518 
姫路河川国道事務所 道路管理第一課特殊車両

係 
079-282-8211 079-282-9477 
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大阪府（※１） 
管理者 担当部署 電話番号 FAX 

池田土木事務所 維持管理課 072-752-4111 072-753-6604 
茨木土木事務所 維持管理課 0726-27-1121 0726-25-8060 
枚方土木事務所 維持管理課 0728-44-1331 0728-43-4623 
八尾土木事務所 維持管理課 0729-94-1515 0729-24-2528 
富田林土木事務所 維持管理課 0721-25-1131 0721-25-6109 
鳳土木事務所 維持管理課 0722-73-0123 0722-75-1588 
岸和田土木事務所 維持管理課 0724-39-3601 0724-22-9705 
（※１管轄） 
池田土木事務所 （池田市、豊中市、箕面市、豊能町、能勢町） 
茨木土木事務所 （吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、島本町） 
枚方土木事務所 （枚方市、寝屋川市、守口市、門真市、大東市、交野市、四條畷市） 
八尾土木事務書 （東大阪市、八尾市、柏原市） 
富田林土木事務所（富田林市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、河内長野市、大阪狭山市、

美原町、太子町、河南町、千早赤阪村） 
鳳土木事務所  （泉大津市、和泉市、高石市、忠岡町） 
岸和田土木事務所（岸和田市、貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻町、岬

町） 
 
道路公社 
滋賀県道路公社 道路管理課 077-524-0141 077-524-5531 
京都府道路公社 技術課 075-415-2321 075-415-2320 
大阪府道路公社 総務部管理課 06-6941-2511 06-6946-9343 
兵庫県道路公社  078-232-9633 078-232-9640 
 
政令指定都市（近畿） 
京都市 道路局道路部道路明示課 075-222-3566 075-213-0174 
大阪市 建設局管理部路政課 06-6615-6676 06-6615-6576 
堺市 土木部路政課 072-228-7417 072-228-8865 
神戸市 建設局道路部管理課道路

台帳係 
078-322-5384 078-322-6080 

 


